お知らせ by unknown
，  
12 
ノ ー ペ ル 賞 化 学 者 エ ク ル ズ 博 士 の 講 演 会
「 脳 と 心 」 ジ ョ ン . C .  エ ク ル ズ
辿 訳 富 山 医 科 薬 科 大 学 教 授 小 野 武 年
日 時 4 月 17 □ ( 火 ） 1 4 時 ~16 時 30 分
場 所 ［ 江 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー 1 階 ホ ー ル
入 場 無 料 、 申 し 込 み 不 要
博 士 は 、 特 に 動 物 の 脊 椎 や 小 脳 に つ い て 研 究 さ
れ て い て 、 1963 年 に は 「 神 経 細 胞 の 挟 餅 と 抑 制 の
生 理 学 '.l'.t を
受 rt さ れ ま し た 。 今 回 の 講 i街 で は 、 ま だ 謎 の 多 い
脳 と 心 に つ い て お 話 し さ れ る f- 定 で す 。
企 プ ラ ネ タ リ ウ ム 「 水 の な く な る 日 」 ％ ～ ％
イ 邸 の 屋 庫 の 話 と 、 温 室 効 果 に よ っ て 地 球 の 水 が
な く な る と い う 未 来 を 仮 定 し て 、 そ の 時 に 行 な わ
れ る 火 址 移 住 の 話 を 紹 介 し ま す 。
琢 夜 間 公 開 観 測 会
¾ ~ % 
時 11¥J は 19 :00-21 :oo 。 巾 し 込 み 不 要 。
< 科 学 映 画 会 (1j}J J 第 2 IJ 耀 日 ）
％ 「 地 球 は 生 き て い る 一 火 山 の 燈 児 ー 」,  __ __ _ _ _ — 
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羨 入 門 シ リ ー ズ 「 身 近 な 薬 草 」 ％ ～ ％
対 象 一 般 、 (fl" 切 ％ ） 、 定 貝 30 名
Q 自 然 教 室
「 浜 黒 崎 海 岸 の 自 然 観 察 」 ％
上 一 般 、 定 員 な し 、 (I"' 切 ％ ）
r 磯 の 観 察 」 ％ 島 尾 、 小 1 以 上 一 般 、 定
且 な し 、 (pt' り ） ％ ）
「 地 層 観 察 会 」 ％
20 名、 (I"' 切 ％ ）
「身 近 な 雑 草 」 ％
且 な し 、 (I"' り） ％ ）
琢 天 文 教 室
天 文 台 、 一 般、
浜 黒 崎 、 小 1 以
大 川 寺 、 中 1 以 上 一 般 、 定 員
品 科 学 教 室 「 せ つ け ん を つ く る 」 ％
一 般  、 定 員 20 名、 (pl' 切 ％ ）
lj1 1 以 上
「 火 星 ・ 土 星 を 見 る 会 」 ％  ・ ％
定 員 な し 、 申 し 込 み 不 要
教 奎 に 参 加 こ 希 望 の 方 は ． 各 締 り J 日 ま で に 往 復 ハ ガ キ に
!1 所  ・ 氏 名 ・ 年 令  ． 屯 話 番 号 ・ 教 安 名 を ご ， 記 入 の 上、
〒 930-1 ;, ぷ 山 市 西"' 野 町 3 - I  - 19 
窪 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー
ま で お 中 し 込 み F さ い 。 定 u を 超 え た 場 介 は 抽 せ ん さ せ て
い た だ き ま す ．
エ ッ チ ュ ウ ミ セ パ ヤ コ シ ノ ヒ ガ ン ザ ク ラ ｀  ｀ ・ ヽ ・ハ ハ コ グ サ
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